
１．研究の背景

　近年，偏った栄養摂取，朝食欠食など食生

活の乱れや肥満・痩身傾向など，子どもたち

の健康を取り巻く問題が深刻化している１）．

食は，生きていく上で基本的な営みの一つで

あり，心身ともに健康な生活を送るためには

欠かせないものである２）．

　沖縄県においては，かつて男女ともに長寿

県として知られていたが，2010年に平均寿

命男性全国30位，女性全国３位に転落し３），

2015年には，男性36位，女性７位と順位を徐々

に下げている傾向にある４）．その背景として，

就労世代・子育て世代の食生活の乱れからく

る肥満の増加などがあると考えられており，

成人の肥満率は全国トップクラスとなってい

る５）．また，児童生徒の肥満率も全国平均よ

り高い傾向にある６）．このような状況の中，

沖縄県教育委員会の学校教育における指導の

努力点では，食育の推進として基本的生活習

慣の確立と健全な食生活を実践する能力の育

成を掲げている７）．

　筆者の勤務する西原町においても，肥満傾

向，生活習慣の乱れに起因する生活習慣病の

割合は高くなっており，「にしはら健康21（第

２次）」において，肥満傾向にある児童の割

合の減少が目標に掲げられている８）．

　勤務校における生活習慣アンケートでは，

朝ごはんを毎日食べている児童は85％であっ
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たが，その内容を確認すると，バランスのと

れた朝ごはんを食べている児童は少なかっ

た．また，「毎食野菜を食べていますか？」

という質問では，「毎食食べる」が49％，「食

べないことがある」が43％，「ほとんど食べ

ない」が８％となっており，食事の摂り方の

バランスに課題があることが分かった．

　さらに，おやつの摂り方についても「毎日

おやつを食べる」が43％，「時々食べる」が

47％となっており，スナック菓子やアイス，

チョコレートなどを好んで食べる傾向にある

ことが分かった．その為，選択している食べ

物の内容に意識を向けさせる必要がある．

　これらの背景から，給食時間における食に

関する指導や教科等における指導において，

児童が日常的に摂取している食べ物の栄養素

や食習慣が将来に及ぼす影響等について考え

ると同時に，自らの食生活を振り返ることで，

より良い食品を選択し，望ましい食習慣の育

成が図れるのではないかと考えた．

　そこで本研究では，次世代の健康づくり副

読本，食生活学習教材「くわっち〜さびら」９）

（以下，副読本）を活用した食に関する指導の

実践により，児童の郷土料理への関心，健康

行動，残菜量に変容が見られるかを検討した．

　副読本とは，沖縄県保険医療部健康長寿課

と沖縄県医師会が協働し，「次世代の健康教

育事業」として作成した教材である．小学生

１〜６学年を対象とした食生活学習教材であ

り，解説付教員用テキストも作成されている．

２．方法

実践時期：2021年度

対　　象：沖縄県西原町Ａ小学校５，６年生

　１ 　児童の実態把握（残菜調査，教室巡回，

アンケート調査）

　２　授業見学（実践的な指導の研究）

　３　副読本を用いた食に関する授業の実施

　４　給食時間における指導の実施

表１．研究計画（2021年度）

実施日 内　容
実態把握の方法及

び学習の単元名

５月28日 授業見学
６学年理科「動物

のからだとつくり」

７月１日
授業実践・

実態把握

５学年総合「郷土

料理について考え

よう」

７月２日
給食時間に

おける指導

５学年「地場産物

について知ろう」

（事後指導含む）

７月15日 授業見学
５学年社会「鹿児島

の長島のぶり養殖」

９月下旬 実態把握
生活習慣アンケー

ト（全学年）

12月２日 授業実践
６学年家庭科「こ

んだてを工夫して」

12月９日
給食時間に

おける指導

６学年「野菜の働

きについて知ろう」

12月16日 授業実践
６学年保健「生活

習慣病の予防」

12月23日
給食時間に

おける指導

６学年「バランス

のよい食事につい

て考えよう」

１月上旬 実態把握
事後アンケートの

実施（６学年）

通　年
給食時間に

おける指導

月目標にあわせた

指導及び事前・事

後指導

郷土料理

提供時
実態把握

５年「郷土料理提

供後アンケート」

３．課題解決に向けての実践

⑴�　残菜調査，教室巡回，アンケート調査に

よる実態把握

　・ 日々給食センターへ返却される残菜の様

子や記録から，児童の食べ残し，嗜好の

実態把握を行った．

　・教室巡回時に児童の配膳等を確認した．

　・ 郷土料理の喫食状況についてアンケート

調査を行った．アンケートには，自分の

食べ方を振り返る設問を追加した（図１）．
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⑵　「食」と関連する授業の見学

　・ ６学年理科「動物のからだとつくり」で

は，食べ物のゆくえや動物の生きる上で

必要な水分・酸素・養分等に目を向けさ

せる授業を見学した．食に関する授業に

も結び付けやすい単元であった．

　・ ５学年社会科「鹿児島の長島のぶり養殖」

では，水産業に関わる人々の様々な工夫

や努力によって，私たちの食生活も支え

られていることを理解する授業を見学し

た．普段の給食や家庭での食事にも結び

付けやすい単元であった． 

⑶　副読本を活用した食に関する授業

　郷土料理についての授業実践（５学年）で

は，副読本掲載の郷土料理や沖縄の食材，健

康長寿の資料等を活用しながら授業を展開し

た（写真１）．郷土料理や沖縄野菜の良さ，

特徴を紹介し，食材の見た目や実際に沖縄豆

腐を触察し，他の豆腐と感触等の比較も行っ

た（写真２）．

　また，ゴーヤーチップスの試食体験（写真

３）も行い，事後指導に繋がる実践ができた．

　６学年の授業実践では，地場産物の紹介や

生活習慣病に直結するデータ等を活用しなが

ら，授業を展開した（写真４）．

　「こんだての工夫」では，栄養バランスを整

えた献立に地場産物を使用することでさらに

魅力的で地産地消を推進する献立になること

図１　郷土料理アンケート

写真１　授業の様子

写真２　豆腐の比較

写真３　ゴーヤーチップスの試食体験
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を伝えた．写真５のように児童の活動を補助

するための資料を用意し，主に含まれる栄養

素を提示することで，現在の献立の食品を地

場産物に置き換えるヒントとした（写真６）．

「生活習慣病の予防」では，沖縄県の健康課

題の現状を知らせることで，生活習慣病をよ

り身近に感じさせることができた．また，自

らの生活習慣を振り返りながら，より良くし

ていこうと意識づける機会となった（図２，

３）．授業全体を通して，健康づくりについ

て自分事として考えさせ，話し合わせながら

大切なことを引き出すことを意識した．

⑷　給食時間における指導の実施

　給食時間の巡回では，クイズ形式で児童の

思考を促すことを意識しながら，視覚的に捉

えやすい資料を活用して指導を行った（写真

７）．また，給食の月目標に合わせた給食時

間の巡回指導や授業内容に合わせた事前指

導，事後指導を実施した．５学年では，郷土

料理を提供する日に合わせて県産食材や栄養

価の紹介を行うと同時にレシピの提供をする

等，県産食材に親しみを持って目を向けさせ

るような工夫を行った．

　６学年では，献立を確認させながら，野菜

の摂り方の工夫について考えた．また，現在

と昔の食事の比較をしながら，健康的な要素

の多い郷土料理についても取り上げた．より

良い食事になる為の１食分の野菜量や味付け

等について意識してほしいことを伝えた（写

真８）．

写真４　授業の様子（６学年）

写真５　補助資料

写真６　児童の立てた献立

図２　生活習慣の振り返り

図３　自らの言葉でまとめたワークシート

写真７　地場産物について知ろう
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４．結果と考察

⑴　残菜量について

　７月までの残菜調査においては，全体的に

和食や野菜・海藻類を使用した郷土料理の残

菜が多い傾向にあることが確認できた．ま

た，教室巡回の際には，盛り付け量が少ない

クラス，苦手な献立時における盛り付けの調

整が上手くできていないクラスもあることが

分かった（写真９）．

　そこで，９月以降においては，これまでの

残菜の様子や児童１食分の必要量の写真等，

できる限りの情報提供を行った．また，適正

盛り付けや量調整の指導を行った．その結果，

主食の盛り付け量が増え，必要量に近い量を

完食できる児童も増えた．さらに，各クラス

の残菜も減り，全体的に食べ残しが減少傾向

にある（写真10）．今後も，実際の盛り付け

量の提示や残菜の様子を給食時間の巡回指導

において継続的に伝え，学級担任と情報共有

をしながら給食指導を行うことにより，児童

の行動変容につながりやすいと考える．

⑵　郷土料理について

　７月の授業後から11月まで実施した郷土料

理に関するアンケートでは，盛り付け量を減

らすなどの自己調整をする児童もいたが，盛

り付けられた分を減らすことなく完食できる

児童も増えてきた（図４）．

　定期的な郷土料理アンケートの実施と給食

時間における巡回指導は，郷土料理に関心を

持たせると同時に意識しながら食べようとす

る態度の育成に繋げることができると考える

（図５）．

　５学年「郷土料理について考えよう」では，

副読本を活用した．豆腐の観察活動やゴー

ヤーチップスの試食体験において，豆腐にも

硬さの違いがある事への驚きやゴーヤーが食

写真８　野菜の働きについて知ろう

写真９　残菜の様子〈実践前〉

写真10　残菜の様子〈実践後〉

図５　郷土料理アンケート３

図４　郷土料理アンケート２
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べられた喜びなどが，授業中の反応やワーク

シートから読み取ることができた（図６）．

ゴーヤーが苦手だという児童から「おいしく

食べることができた」という意見が聞けたこ

とは，「食わず嫌いせず，まずは食べてみる」

という意欲づけに繋げることができたと考え

る．さらに，事後指導の教室巡回において，「家

でゴーヤーチップスを作ってみたよ」という

数名の声が聞けたことは，児童の興味・関心

に繋げることもできたと考える．

　ハンダマや島人参など，食経験が少ない食

材や郷土料理の説明に副読本を活用すること

で，視覚的にも捉えやすく，様々な食材や料

理を提示することができた．そのことにより，

身の回りには様々な郷土料理があることや沖

縄野菜の良さなどについて，より深い理解に

繋げることができたと考える．

　６学年「こんだてを工夫して」では，県産

食材に含まれる栄養素や地場産物を使用する

ことの利点を確認した．また，副読本を活用

し前時で立てた献立の１品を地場産物を使用

した料理に置き換える作業を行なった．グ

ループ活動では，栄養バランスを考えながら，

どの料理をどんな料理に置き換えたらいいの

かと，児童が活発に話し合う様子が観られた．

副読本を活用することで，地場産物がどのよ

うな料理に使われているのかなどを学ぶきっ

かけになった．

⑶　健康行動について

　６学年「生活習慣病の予防」の授業で

は，副読本を活用し，沖縄県のハンバーガー

ショップの利用状況やハンバーガーセットと

学校給食の栄養価の比較，睡眠の重要性など

の資料を使い，自らの生活をふり返らせた．

沖縄県の生活習慣病による死亡率のデータ等

を示すことで，身近な病気であるという意識

は高められた様子だった．また，授業で学ん

だことを自らの言葉でまとめ，今後実践して

いきたいことについて一人ひとり目標を立て

ることができた（図７）．

　事後指導として，授業１ヶ月後のアンケー

トでは，「設定した目標を実践できたか」の

設問に対して，「毎日実践できた・ほぼ毎日

実践できた」が，全22名中７名．「意識はし

ている・実践できなかった」が，15名という

結果であった（図８）．このことから，実践

の継続は容易ではなく，望ましい食習慣の定

着を図っていく為には，今後も工夫した継続

的な働きかけが必要であると考える．

５．成果と課題

⑴　成果

　・ 家庭においても苦手な沖縄食材を使った

調理に挑戦し，食べようと努力するなど，

望ましい食習慣への意識の高まりがでて

きた．

図６　ワークシート（分かった事や気づいた事）

図７　ワークシート（実行したい事や理由)

図８　授業１ヶ月後のアンケート
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　・ 「他の郷土料理も食べたくなった」とい

う感想から，地場産物や郷土料理への関

心が深まった．

　・ 郷土料理への関心や日常的な栄養バラン

スの大切さについての意識の高まりに伴

い，必要量に近い量を完食できる児童が

増えたと同時に，各クラスの残菜も減っ

てきている．

⑵　課題

　・ 地場産物を使った郷土料理を家庭でも作

る，積極的に食べるといった実践の継続

は容易ではなく，望ましい食習慣の定着

を図っていく為には，今後も継続的な指

導が必要である．

　・ 食に関する指導の年間計画と給食献立計

画を関連付け，年間を通した具体的な指

導計画の作成を行い，学級担任と連携を

図りながら，計画的・継続的に指導して

いく必要がある．

＜付記＞

　本稿は，沖縄県立総合教育センター，令和

３年度栄養教諭・学校栄養職員課題研究報告

書の一部，「望ましい食習慣を目指す態度の

育成～次世代の健康づくり副読本を活用した

食育の推進を通して～」について加筆・修正

を行ったものである．
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